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英虞湾漁場環境調査－Ⅱ 英虞湾汚染対策調査 
 

増田 健・藤原正嗣・栗山 功・西川次寿 

 

目 的 

英虞湾や的矢湾は真珠やアオノリ（ヒトエグサ）など

の養殖漁場として産業上重要な海域である。当海域を永

続的に利用していくために，水質および底質調査を実施

するとともに環境の現状を記録し，長期的な汚染監視を

行っている。 

 

         図 1．調査測点 

 

方 法 

1. 英虞湾 

1) 長期モニタリング 

① 夏季調査 

(1)水質調査 

2016 年 8 月 3 日に，英虞湾の 20 測点（図 1）に

おいて，クロロテック（JFE アドバンテック社製：

AAQ1183）を用いて水温，塩分，溶存酸素量，ク

ロロフィル a 量を測定するとともに，透明度を測定

した。また，所定層（0.5m，2m，5m，B-1m）にお

いて採水を行い， COD および栄養塩量（NO2-N，

NO3-N，NH4-N，PO4-P）の分析に用いた。 

 

(2)底質調査 

2016 年 8 月 2 日に，水質調査と同じ測点（図 1）

において底質調査を実施した。エクマンバ－ジ式採

泥器を用いて底泥を採取し，船上で直ちに泥中温度，

pH，酸化還元電位を測定した。底泥の一部（表層

3cm）は，水分，COD，AVS，TN，TOC の分析に

用いた。 

 

② 冬季調査 

2016 年 12 月 13 日に水質調査のみ実施した。調査

測点および調査項目は夏季全湾調査に準じた。 

 

2)底質および底生生物の季節変動調査 

2016 年 4 月 18 日，7 月 11 日，10 月 21 日，2017 年 

1 月 23 日に，St.A（立神）と St.B（タコノボリ）にお

いて（図 1），底質・底生生物調査を実施した。エク

マンバ－ジ式採泥器を用いて底泥を採取し（表層 1cm），

AVS，TN，TOC の分析に用いた。底生生物調査につい

ては各測点で採泥面積が 0.04m2の採泥を行い，目合い

1mmの篩上に残ったマクロベントスを対象に種別個体

数，湿重量を計数，計測するとともに，多様度指数（H’）

を求めた。 

 

2. 的矢湾 

 2016 年 8 月 18 日，2017 年 1 月 31 日に St.C（千賀）～

St.G（坂崎）において（図１）,水質を実施した。また，

2016 年 8 月 17 日，2017 年 2 月 3 日に底質・底生生物調

査を実施した。方法および項目は英虞湾に準じた。 

 

結果および考察 

1．英虞湾 

1)長期モニタリング 

① 夏季調査 

(1)水質 

夏季調査時（8月3日）の水温の全測点平均値は，

2m層で27.9±0.6（標準偏差）℃，B-1m層で25.6±

2.4℃であった。前年調査時（2m層：26.0±0.1℃，

B-1m層：25.3±0.5℃）の水温と比べると，2m層で

1.9℃低め，B-1m層で0.3℃高めであった。溶存酸素

量の全測点平均値は，2m層で6.6±0.8mg/L，B-1m

層で4.7±1.7mg/Lであった。前年調査時（2m層：6.2

±0.9mg/L，B-1m層：4.2±0.4mg/L）に比べ2m層で








